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（（左から）服部氏・林氏・清水氏・吉田氏と中野
経済学部長が参加し「卒業後のキャリア設計につ
いて」トークセッションを行 いました
2023年度陵水会大阪支部総会にて

陵水会館 

Vol.

◎編集
陵水会大阪支部 
担当事務 協同建設株式会社内
〒566-0011 
大阪府摂津市千里丘東３-７-27
TEL:072-631-3071/FAX:072-631-3073
E-mail : kyodo-kensetu@mtd.biglobe.ne.jp◎発行：令和６年（2024年）４月15日 

RYOSUI
OSAKA

Vol.36

令和６年 陵水会大阪支部総会
および講演会・演奏会のご案内

ご
　
挨
　
拶

座
右
の
銘  

三
方
良
し
　

　
鈴
木
敏
夫
前
支
部
長
よ
り
引
継
ぎ
、
約
三
千

人
の
会
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
十
年
、
バ
ブ
ル
崩
壊
・
大
震
災
・

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
戦

争
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
経
験
と
激
変
す
る
時

代
の
中
、
７
年
前
に
日
本
最
初
の
Ｄ
Ｓ
学
部

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
産
学
連
携
を
力
強
く

進
め
る
大
学
と
陵
水
会
の
活
動
は
、
企
業
や

社
会
の
課
題
を
多
方
面
か
ら
の
情
報
を
得
て
、

Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
、
よ
り
ス
マ
ー
ト
で
効

率
・
効
果
的
な
答
え
や
、
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
、
そ
し
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
未
来

へ
の
貢
献
な
ど
、
多
く
を
期
待
出
来
ま
す
。
創

陵水会大阪支部
支部長 
北本和志 

（大 25 回）
進藤ゼミ・ヨット部

①総　会	 午前10:30 〜 10:50

④懇親会	 午後12:00 〜 14:30
　・須齋副学長　～ご紹介と挨拶～

③イベント	午前11:30 〜 11:50
　　音楽（ピアノ）鈴木愛子氏

Nature関連の国際ジャーナルであるHumanities and Social Sciences 
Communicationsの編集委員に選任。米国ポートランド州立大学を訪問
し、大学間交流について協議する等、精力的に活動されています。

京都市立京都堀川音楽高等学校を経て、京都市立芸術大学音楽学部卒業
その後ウィーンにて研鑽を積む。現在ヴェールピアノ教室主催。

※尚、止むを得ず、内容を一部変更する場合も有ります。

・ウィンドサーフィン世界選手権
  優勝…片山好人選手　～ご紹介と表彰～
〈お食事〉
一般：ホテルグランヴィアのビュッフェ・フリードリンク
学生：カレー・パスタ・ピラフ・サラダ・フリードリンク（ノンアルコール）

②講演会	 午前10:50 〜 11:30
　　「トークセッション」～人生二毛作/三毛作のヒント～

プログラム

一般：10,000円〈大65回～ 72回（大卒後8年以内）の方：5,000円 〉
学生：3,000円【 参 加 費 】

（講師）近安理夫氏（大 38 回）
土佐高校卒。香川大学から再受験し、1990年滋賀大学経済学部卒業。
その後シカゴ大学経営学部卒業（MBA取得）。新卒でアクセンチュア
株式会社入社。マネージャー・パートナーを経て、2006年Business 
Integrationチームの代表パートナーに就任。2010年HOYA株式会
社入社。情報・システム・業務改革最高責任者。2020年 10月より現
職（アサヒグループホールディングス株式会社執行役員Head of IT 
&Transformation）。

近安理夫 氏

鈴木愛子 氏

片山好人選手

立
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
超
え
、
人
生

の
二
毛
作
三
毛
作
の
交
流
の
場
・
学
び
・
異
な

る
分
野
や
経
験
を
持
つ
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
情
報
交
換

の
機
会
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
や
ゼ
ミ
の
仲
間
が
彦

根
で
の
僅
か
四
年
程
の
ご
縁
を
宝
物
と
し
て
、

楽
し
い
有
意
義
な
集
ま
り
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
役
員
一
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
参
加
を
頂
け
ま
す
様
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日時：令和６年７月６日（土）　開会：午前10時30分 （受付開始：午前9時40分）

会場：ホテルグランヴィア大阪（TEL：06-6347-1431）
　　　大阪府大阪市北区梅田３丁目１−１（JR大阪駅直結サウスゲートビルディング20F）

添付ハガキ・HP・QR コードを通じてお申し込みください。
参加費は当日会場にてお支払いください。
＊お申し込み後にやむを得ずキャンセルの場合は、開催日の１週間前
　までに、陵水会大阪支部の事務局へ必ずご連絡ください。
　なお、直前の７月１日以降は、参加費を頂きます。

お申し込み
締切り

6月21日（金）

【事務局】TEL：072 － 631 － 3071　E-mail：kyodo-kensetu@mtd.biglobe.ne.jp
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パネル討論の様子

（平成10年）
代表取締役

FileMaker 認定デベロッパ

ikeike @ topoffice.co.jp

090-5645-0868

５５０-０００２　　
大阪市西区江戸堀１-１０-１１
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F.０６-６４４５-１８０７

池 田 栄 司

www. topoffice. co.jp

トップオフィスシステム株式会社

今回の内容について、アンケートを実施しました
（出席者：131 名／アンケート回答者：59 名）

【同窓会に期待する事】
見識・知識の共有（世代間交流）…61％

人脈づくり（ビジネス交流）…43％
仲間づくり・良縁づくり（その他）…46％

【開催日時】
土曜日の午前中…71％・土曜日の午後 5 時頃から…15％

【今回の内容についての評価】
とても良かった／良かった…63％・普通…37％

良かった点について、右記の内容を御覧下さい（一部抜粋）

【大学に期待する事】
社会人教育…41％（DS-MOOC 講座・MBAN コース）

AI や DS について最新の知識を分かりやすく学びたい…22％

＊今後の陵水会大阪支部の活動に活かします＊

●アンケート結果の内容●

（感想抜粋）
・全般的な構成も良かった
・パネラー 3 名の話を聞いて刺激を受けた
・懐かしい思い出の共有が出来た
・「Next Ryosui」の企画は新鮮で面白かった
・女性起業家の方の話が興味深かった
・起業を考える上で貴重な機会になった
・現役生のうちに自分の将来やキャリアについて
  考える機会になった

３大学（滋賀大学・大阪成蹊大学・兵庫県立大学）データサイエンスシンポジウム

2023年7月22日㈯大阪新阪急ホテルにて陵水会大阪支部総会を行いました

　データサイエンス系学部（学科）をもつ複数の大学が集い、近畿2府4県の多くの高校の情報科教員、参加大学の学部学生、データサイエンス系学部へ
の進学を考える高校生、連携企業・自治体等に周知して参加を呼びかけ、高校との連携や学部卒業後の進路を含む広くデータサイエンス系学部（学科）の
教育・人材育成についての情報交換、課題の把握と共有、解決に向けて検討する機会として、2023年8月2日(水)3大学（滋賀大学・大阪成蹊大学・兵庫
県立大学）によるデータサイエンスシンポジウムを開催されました。
　滋賀大学の竹村彰通学長の基調講演では、「日本におけるデータサイエンス系
学部・大学院の現状と展望」について語られた。
　滋賀大学には日本初となったデータサイエンス教育研究拠点があり、2017年
に学部（定員100人）を設置し、2021年3月に1期生を世に送り出した。大学院デー
タサイエンス研究科も早期に設置され、修士課程の定員が20人から40人に倍増
されるなど、人材輩出の拡大傾向が続く。社会人のリスキリングにも力を入れて
いる。併せて教員の数も増え続け、データサイエンス系の教員約50名のうち約4
割は外部資金の採用で、椎名学部長は「多くの企業などとの連携を拡大する事で、
国内最高水準の拠点を形成したい」と意気込みを語った。（産学連携の推進・強化）
県内の滋賀医科大学・滋賀県立大学・長浜バイオ大学はもとより、京都大学・名
古屋大学・大阪大学や統計教育大学間連携、ネットワーク(JINSE)などとも連携
し、データサイエンスの教育プログラムの開発や質保証システムを確立し、デー
タサイエンス教育の標準化と質保証を行っている。

滋賀大学 竹村彰通学長の基調講演　～日本におけるデータサイエンス系学部・大学院の現状と展望～
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裏千家前家元千玄室氏（1923年生・100歳）の講演

陵水男性合唱団

彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
て  （
令
和
五
年
十
一
月
四
日
）

陵
水
会
大
阪
支
部
長  
北
本 

和
志

支部名 個人目標額（円 ) 2024/1 月末 達成率 (%) 募金者人数
住所地分けによる会員数

平均 2020 年
3 月末

2019 年
3 月末

北 海 道 支 部 300,000 308,000 102.7% 6 52 51 53
東 京 支 部 12,300,000 18,022,500 146.5% 350 2,050 2,036 2,064
石 川 支 部 2,300,000 435,000 18.9% 17 382 386 378
福 井 支 部 3,200,000 3,228,000 100.9% 34 532 533 530
岐 阜 支 部 10,200,000 8,028,000 78.7% 239 1,698 1,718 1,678
静 岡 支 部 2,100,000 1,086,000 51.7% 34 343 340 346
名 古 屋 支 部 18,500,000 10,879,000 58.8% 242 3,089 3,113 3,064
  ( 外数・DS・AI　IC 形成基金 ) 20,000,000 1 
三 重 支 部 3,800,000 2,319,500 61.0% 47 639 648 630
彦 根 ・ 湖 東 支 部 10,400,000 4,003,000 38.5% 113 1,735 1,744 1,725
長 浜 ・ 湖 北 支 部 4,200,000 640,000 15.2% 27 703 704 702
大 津 ・ 湖 南 支 部 11,800,000 3,697,373 31.3% 124 1,972 1,985 1,958
京 都 支 部 14,800,000 6,355,250 42.9% 148 2,469 2,507 2,430
大 阪 支 部 17,000,000 11,938,160 70.2% 291 2,845 2,846 2,844
兵 庫 支 部 10,700,000 4,138,000 38.7% 91 1,777 1,808 1,746
鳥 取 支 部 1,600,000 311,000 19.4% 11 268 271 265
岡 山 支 部 1,200,000 838,000 69.8% 29 202 204 199
広 島 支 部 1,100,000 498,000 45.3% 22 178 181 175
九 州 支 部 2,800,000 521,000 18.6% 22 467 473 461
沖 縄 支 部 200,000 140,000 70.0% 4 32 32 31
タ イ 国 支 部 ー 1,210,000 ー 8 
そ の 他 5,700,000 689,803 12.1% 26 946 950 942
合 　 　   計 134,200,000 79,285,586 59.1% 1885 21,430 21,580 21,279
  ( 外数・DS・AI　IC 形成基金 ) 20,000,000 1 

支部名 法人目標額 2024/1 月末 募金社数
東京支部 20,000,000 25,660,000 16

名古屋支部 20,000,000 41,290,000 18
京都支部 20,000,000 15,790,000 11
大阪支部 20,000,000 19,563,000 16

滋賀県３支部 10,000,000 9,270,000 21
彦根・湖東支部 2,460,000 13
長浜・湖北支部 550,000 4
大津・湖南支部 6,260,000 4

その他支部・大学とも 10,000,000 18,655,890 41
内 - 福井支部 3,900,000 6
内 - 岐阜支部 3,440,000 6
内 - 静岡支部 100,000 1
内 - 三重支部 30,000 1
内 - 兵庫支部 300,000 1
内 - 滋賀大学 10,320,890 22
内ー その他 565,000 4

合計 100,000,000 130,228,890 123

（2）法人目標額を主要支部ごとに設定予約確定分含むベース

（1）陵水会支部人数× 20％× 30,000 円を個人の支部目標とする

～彦根高商創立１００周年記念式典～
　
朝
よ
り
天
気
も
良
く
、十
時
半
に
彦
根
駅
に
着
き
、ヨ
ッ

ト
部
の
同
期
（
Ｓ
五
十
二
年
卒
）
六
人
が
、
三
十
数
年
振

り
に
全
員
集
ま
り
、
昼
食
を
食
べ
、
午
後
十
二
時
半
に
講

堂
へ
向
か
い
、
陵
水
男
性
合
唱
団
の
学
歌
が
響
く
中
、
思

い
出
深
い
木
の
椅
子
に
座
り
ま
し
た
。

　
彦
根
藩
第
十
八
代
当
主
の
井
伊
直
岳
氏
が
、
大
宗
匠
の

千
玄
室
氏
を
紹
介
し
、
洋
服
姿
の
千
氏
は
、
背
筋
を
シ
ャ

ン
と
登
壇
さ
れ
、
長
い
百
歳
の
人
生
の
「
今
の
心
」
を
一

期
一
会
の
全
身
全
霊
の
迫
力
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
奥
様

の
実
家
は
、
五
箇
荘
の
近
江
商
人
。
家
訓
に
「
士
魂
商

才
」
商
人
の
哲
学
と
、
も
て
な
し
の
心
。
茶
は
飛
鳥
時
代

に
、
百
済
の
王
か
ら
欽
明
天
皇
へ
仏
教
と
そ
の
仏
具
と
共

に
伝
来
し
、
安
土
時
代
に
は
、
織
田
信
長
が
そ
の
世
界
観

で
茶
の
湯
を
政
道
に
取
り
入
れ
た
。
江
戸
時
代
、
井
伊
直

弼
が
こ
の
彦
根
の
埋
木
の
舎
に
て
、
茶
湯
一
会
集
を
作
り
、

茶
道
の
心
を
書
き
、
広
め
た
と
の
こ
と
。
そ
し
て
第
二
次

大
戦
で
、
自
ら
の
特
攻
隊
で
の
厳
し
い
訓
練
と
仲
間
と
の

一
服
の
お
茶
の
話
。
ま
た
帰
る
こ
と
の
な
い
友
と
の
千
家

の
お
茶
室
で
お
茶
を
飲
ま
せ
る
約
束
を
し
た
と
い
う
悲
し

い
話
。
そ
し
て
「
私
は
戦
争
と
対
を
な
す
平
和
と
い
う
言

葉
。
そ
れ
を
使
わ
な
く
て
よ
い
平
和
を
求
め
た
い
。」
と
強

く
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
戦
争
と
平

和
」
の
中
か
ら
引
用
さ
れ
「
誠
実
に
知
識
・
知
恵
を
学
び
、

人
の
意
見
を
尊
重
す
る
。
そ
し
て
命
は
先
祖
か
ら
の
繋
が

り
で
今
が
あ
る
。
命
を
大
事
に
し
て
、
自
分
の
存
在
価
値

を
求
め
て
見
つ
け
て
ほ
し
い
。」
千
年
の
時
空
を
超
え
た
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
。一
期
一
会
の
心
を
全
力
で
伝
え
、

感
動
と
涙
腺
も
緩
む
話
、
最
後
に
お
辞
儀
を
何
度
も
さ
れ
、

立
ち
去
る
姿
に
万
雷
の
拍
手
で
し
た
。
そ
し
て
山
田
督
理

事
長
よ
り
、
衷
心
か
ら
の
感
謝
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
記
念

式
典
の
第
一
部
が
終
わ
り
、
そ
の
後
場
所
を
北
ビ
ワ
コ
ホ

テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
に
移
し
、
記
念
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
の
演
舞
を
「
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
椛
」
が
披
露
し
、

前
学
長
の
国
立
大
学
協
会
専
務
理
事
の
位
田
隆
一
氏
が「
陵

水
会
の
活
躍
は
東
の
如
水
会
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
。」

と
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
広
い
会
場
に
は
、
ロ

ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院
の
人
文
学
部
長
が

参
加
さ
れ
、
当
日
の
午
前
に
提
携
校
と
し
て
締
結
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
で
は
、
前
陵
水
会
理
事
長

の
小
梶
清
司
氏
が
「
時
代
の
大
き
な
変
化
と
ニ
ー
ズ
が
あ

り
、
大
学
の
改
革
と
そ
の
力
強
い
動
き
を
止
め
な
い
様
に

日
本
リ
ー
ド
し
よ
う
。」
と
言
わ
れ
、乾
杯
に
入
り
ま
し
た
。

二
百
名
か
ら
の
人
た
ち
の
中
、
大
学
の
関
係
者
、
産
学
連

携
企
業
の
人
た
ち
、
我
々
同
窓
生
が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
締
め
く
く
り
に
、
陵
水
会
大
阪
支
部
幹
事
長
の

嶋
孝
浩
氏
が
、
渾
身
の
力
で
激
励
の
エ
ー
ル
を
全
員
に
送

り
、
彦
根
高
商
校
歌
・
琵
琶
湖
周
航
の
歌
を
大
合
唱
し
ま

し
た
。

　
百
周
年
に
際
し
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

彦根高商創立百周年記念事業推進協賛募金状況一覧表
＊おかげさまで目標の 2 億円を達成しました＊

※募金期間：2024 年 6 月末迄

３万円以上寄付者には陵水100年誌（非売品）が贈られます（素晴らしい出来栄えです）
まだ間に合いますので、是非ご寄付頂けます様、宜しくお願い申し上げます

記念祝賀会の締めくくり、嶋幹事長によるエール
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「彦根から世界へ飛び出す！学生達」
ウインドサーフィン部に所属の片山好人さん（経済学部生）が

フランスでの世界選手権オープンクラスで優勝！！
　フランス・キブロン島で、現地8月 1日から8月 5日に開催され世界各国か
ら327名の選手が参加したウインドサーフィンテクノ293クラス世界選手権
(International Techno 293 Class Association)において、ウインドサーフィン
部の片山好人さん (経済学部4回生 )がオープンクラスで優勝しました。

松田好史
（昭和56年）

奈良の薬草×オーガニックコーヒー豆

『YAMATO HERB COFFEE』 
◆根は漢方、葉は栄養の「大和当帰葉」使用
◆風味豊かで、後味スッキリ
◆TV、新聞でも話題、人気上昇中！

⇒是非一度お試しください。
（詳細は下のQRコードを読み取り、通販サイトへ）

　2023年 10月 3日夕刻に開催されました講演会を聴きました。講演者は、休学しバ
ングラデシュとシエラレオネのグラミン銀行&ユヌスセンターでインターンシップ中の
堀内毅さん（4回生/100周年ムハムドユヌス氏講演会司会者）。
　彼は2022年度秋学期で、小職講義の履修生でしたので良く知っていました。
　2ヵ国目の西アフリカシエラレオネからのZoom講演でした。
　留学先・インターンシップ先は途上国に行きたいと思っており、ネットでグラミン銀行・
ユヌスセンターのインターンシップを知り、ゼミの先生に推薦状を書いて頂き、ひたすら
合格を待ったとのこと。
　インターンシップ中は欧米の超一流有名大学生達と交流が出来、自分の立ち位置を知る
機会になったと語っていました。
　日本の村社会企業で活動している小職が言うのも僭越ですが、彼の
様な学生が当たり前にどんどん出て来る母校を応援致します。

　11月4日（土）イギリスのSOAS University of London
と学術交流協定(MOU)を締結し、彦根高商創立百周年記
念式典が開催されるのに併せ、締結式を開催しました。
　SOASは、100年以上の歴史を誇り、充実した人文科学・
社会科学のプログラムを持つだけでなく、とりわけアジア、
アフリカおよび中近東の地域研究を専門とする世界最高の
教育・研究機関です。また、研究対象の地域から多数の留
学生や研究者を受け入れており、国際色豊かな大学として
知られています。
　今回、経済学部・データサイエンス学部同窓会である陵
水会会長さま等のご尽力により、本学とのMOU締結に至
りました。締結式では、サインの後、本学の竹村彰通学長、
SOASのGraeme Earl人文学部長それぞれから、両大学
の今後益々の研究及び教育分野における協力関係の発展に
期待していること、また教職員の交流はもとより交換留学
等学生の交流も活発に展開されることを望んでいる旨のご
挨拶をいただきました。その後も参加者一同、今後の両大
学の交流の可能性に関し、和やかに懇談が続きました。
　本学は、グローバルな視野を持つ「知の拠点」として、
より一層励んでまいります。本学は、グローバルな視野
を持つ「知の拠点」として、より一層励んでまいります。

日本初 !!
世界中の企業が注目する
次世代経営者向け学位

DX 化時代の
次世代経営者に

経営学と
データサイエンスを融合

お問い合わせ先
滋賀大学入試課
電話番号：0749-27-1023

※ R6.4 月スタート

ロンドン大学 SOAS 校と
学術交流協定（MOU）を締結

第３０回滋賀大学グローバルセミナー
バングラデシュ奮闘記 インターンシップ＠グラミン銀行＆ユヌスセンター

経済学部社会システム学科４回生（当時）堀内毅さん

陵水おおさか広告価格

大 27 荒谷和秀
（片山ゼミ・弓道部）

名 刺 広 告	 一枠	 1 万円
最終面の広告	 一枠	 1 万５千円
広告掲載をご希望の場合は、お気軽に、事務局もし
くは新聞編集委員までお申し込みください。

【締結式後の記念撮影】
（中央）竹村彰通学長とSOAS
のGraeme Earl人文学部長

滋賀大学大学院
経済学研究科経営分析学専攻
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～弓道部創部100周年記念イベントのご報告～

～硬式庭球部創部100周年記念大会のご報告～
　硬式庭球部OB･OG会は10月22日(日)に「創部100周年記念大会」を開催しました。今回は、全日本テニス選手権シングルス7回優勝、東京オリンピッ
ク選手団長を務められた福井烈氏を招聘できました。これは道上静香教授(顧問･監督)のテニス界における人脈と小西智さん(東京支部37回)が、NHK
スポーツ報道局時代より同氏と懇意にされていた事によるものです。福井氏によるレッスンと講演会、ご来賓を迎えての懇親会を開催しました。
　快晴に恵まれた午前は、福井氏のテンポ良い球出しで、現役生対象のレッスンが進められました。
　フットワークとプレースメント向上を目指すハードな内容でしたが、全員が集中してかつ楽しそう
に取り組んでいました。講堂での「スポーツに学ぶ」と題した福井氏の講演会は市民にも公開され、トッ
プアスリートは技術だけではなく「謙虚で人の話を聞くことができ、多くの人の前で自分の意見を言
う勇気」が必要である旨を話されていました。

　夕刻より開催された懇親会は、福井氏のほか、
テニス界から関西協会会長、東海協会理事長、
橋本総業会長、プロ選手、大学から中野経済学
部長、道上教授、教育学部OB･OG会役員な
ど12名のご来賓を迎え、現役生も交えて128
名の出席を得ました。最年長は大学3回卒92歳
の方でした。懇親会出席者には、彦根市の許諾
を得て製作した「ひこにゃん」のスポーツタオ
ルを記念品としてお渡ししました。　例年のOB･OG会はテニスのプレーが中心で、ラケットを握る機会が減った方には縁遠い催

しという側面がありました。そこで記念大会実施が決定してから2年間、準備委員と有力卒業生
が様々な方法で出席を促しました。今回「彦根に来たのは卒業以来」という方も多数おられ、懐
かしく楽しい一日となりました。
最後になりましたが、記念大会実施において、大学と陵水会本部より多大のご支援を頂きました。
厚くお礼申し上げます。 今井健一 

荒谷和秀

大27回（硬式庭球部）

大27回（弓道部 第42代）

　2023年7月15,16日の2日間で100周年イベントが開催されました。本年度第88代幹部の元陵射会(OB・OG会名称) 中桐克英会長(大32回・名古
屋支部)が中心になり企画されたイベントでした。
　椎名洋DS学部長に来賓ご挨拶を頂き、大39回弓道部OB江頭進(小樽商大理事副学長)に講演頂きました。
1923年4月彦根高商開校と同時に弓道部は8名で活動開始しました。戦後GHQの指示で弓道授業停止が文部省から通達、部活動も停止しました。大
5回窪田眞巳先輩が1955年に弓道部を復活させ、小倉榮一郎顧問,田中大淳師範が現在の弓道部の礎を築かれました。1982年に女子部が出来、関西
学生弓道連盟にて、男子部と共に活躍しています。2011年より大31回川瀬敏裕教士7段(名古屋支部)に師範を勤めて頂き、部員達は毎週ご指導を仰
いでいます。
　100周年の今秋、関西学生弓道リーグ戦で女子部が2部昇格を果たし、正に良い年となりました。今後の活躍に向け、OG・OBが益々サポートし
て行きます。

福井氏のレッスン

懇親会

福井氏の講演会
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全国陵水会会計人が集まる「陵水会計人会連合会」設立スタート !!
　
去
る
令
和
五
年
九
月
二
十
三
日
、
京
都
市
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都
に
お
い
て
「
陵
水
会

計
人
会
連
合
会
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
彦
根
高
商
創
立
百
周
年
に
あ
た

り
、
か
ね
て
よ
り
日
本
全
国
で
活
動
し
て
い
る
陵
水
会
の
会
計
人
（
公
認
会
計
士・税
理
士
）

が
集
ま
る
全
国
組
織
の
立
ち
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
、
京
都
会
計
人
会
の
（
故
）
原
綱
宗
氏

（
大
14
）
が
中
心
と
な
っ
て
す
す
め
て
い
た
も
の
で
、
陵
水
会
か
ら
も
彦
根
高
商
創
立
百
周

年
記
念
事
業
の
正
式
な
行
事
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
学
か
ら
竹
村
学
長
や
山

田
陵
水
会
理
事
長
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
全
国
の
会
計
人
三
十
三
名
の
出
席

が
あ
り
、大
阪
支
部
か
ら
も
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
は
各
支
部
で
の
活
動
に
加
え
て
、

全
国
規
模
で
陵
水
会
計
人
会
の
連
携
を
密
に
し
、活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
公
認
会
計
士
・
税
理

士
を
志
望
す
る
経
済
学
部
の
現
役
学
生
約
四
十
名
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
「
学
生
の
た
め
の

説
明
会
」に
陵
水
会
計
人
会
連
合
会
と
し
て
大
阪
か
ら
も
二
名
が
初
め
て
参
加
し
ま
し
た（
従

来
は
京
都
・
名
古
屋
の
会
計
人
有
志
が
講
師
を
担
当
） 

。

　
現
役
学
生
た
ち
は
、
先
輩
会
計
人
が
語
る
資
格
試
験
や
仕
事
内
容
に
つ
い
て
熱
心
に
聴
講

し
、
講
師
側
に
も
そ
の
真
剣
さ
が
伝
わ
る
充
実
し
た
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
支
部
所

属
の
会
計
人
の
皆
さ
ん
も
是
非
今
後
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
い
。

大 28 嶋仲直隆
（小倉ゼミ・サッカー部）

　
彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
事
業
「
市
民
講
座
」
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
九
月
十
日
土
曜
日
、
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ

ク
ン
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ

ク
ン
は
ソ
ロ
で
な
く
コ
ン
ビ
で
あ
る
事
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
格
差
コ
ン
ビ
と
も
言
わ
れ
る
吉
田
眞
氏
と
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ハ
ー
ラ
ン
氏
の
「
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
」
の
コ
ン
ビ
で

す
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
の
違
い
を
ネ
タ
に
、
参
加
し
た
全
員
を
巻
き
込
む
よ
う

な
参
加
型
の
講
演
で
し
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
半
で
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
参
加
者
同
士
二
人
組
で
語
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
幸

運
に
も
小
倉
副
学
長
と
組
ま
せ
て
頂
く
機
会
を
頂
き
、
と
て
も

有
難
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
百
周
年
記
念
事
業
を
企
画
運
営
さ
れ
た
方
は
段
取
り
が
本

当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
Ｏ
Ｂ
が
彦
根
に
集
ま

る
機
会
を
頂
い
た
事
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
八
日
土
曜
日
、
大
阪
を
出
る
時
は
秋
晴
れ
の
天

気
で
し
た
が
、
近
江
八
幡
、
安
土
あ
た
り
に
近
づ
く
と
雲
が

出
て
き
て
、
彦
根
を
降
り
る
と
小
雨
交
じ
り
の
冬
の
空
で
し

た
。
弁
当
忘
れ
て
も
、
傘
、
忘
れ
る
な
と
大
学
生
の
頃
、
祖

母
が
よ
く
言
っ
て
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
日
は
彦

根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
事
業
滋
賀
大
学
市
民
講
座
の
第
三

回
磯
田
道
史
先
生
が
御
登
壇
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ
は
『
滋
賀
の
歴
史
の
楽
し
み
方
』
で
す
。

　
講
演
時
間
前
の
五
十
分
も
早
く
着
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
前
方
五
列
は
着
席
済
で
磯
田
道
史

先
生
は
笑
顔
で
市
民
の
方
々
と
談
笑
さ
れ
て
ま
し
た
。テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る
ご
様
子
と
同
じ
で
、

講
演
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
し
た
。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
、
滋
賀
の
地
に
商
人
が
集
ま

り
、
繁
栄
を
築
い
た
内
容
を
大
変
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
知
識
の
多

い
方
ほ
ど
、
話
が
あ
ち
こ
ち
へ
脱
線
し
て
、
あ
れ
も
、
こ
れ
も
と
話
す
う
ち
に
元
へ
戻
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
多
々
、
あ
り
ま
す
が
、
磯
田
道
史
先
生
は
必
ず
本
題
へ
戻
り
、
結
論
ま
で
お
話
さ
れ

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
ス
キ
ル
に
は
驚
き
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
に
も
触

れ
て
、
甲
賀
と
家
康
の
関
係
も
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
講
堂
の
固

い
ベ
ン
チ
に
は
昭
和
五
十
六
年
の
卒
業
以
来
の
着
席
で
し
た
が
講
義

に
聞
き
入
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
三
十
分
で
し
た
。
大
変
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
堀
の
周
り
を
散
策

し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

大
29 

松
田
好
史

（
井
上
ゼ
ミ・バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

彦
根
高
商
百
周
年
記
念
事
業

滋
賀
大
学
市
民
講
座

大
33 

嶋 

孝
浩

（
清
水
哲
ゼ
ミ
・
ヨ
ッ
ト
部
）

陵水会大阪支部
ホームページ

https://osaka-ryosui.com

パックンマックン氏
磯田道史 氏
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昨
年
か
ら
大
阪
支
部
の
幹
事
長
の
役

を
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
正

直
私
に
は
荷
が
重
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
北
本
支
部
長
が
頑
張
ら
れ
て
い
る

姿
を
見
る
と
お
受
け
す
る
し
か
な
い
と

思
い
、引
き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
還
暦
を
機
に
新
た
な
人
生

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
為
、
事
業
構
想
大

学
院
大
学
に
入
り
学
び
直
し
ま
し
た
。

映
画
マ
イ・イ
ン
タ
ー
ン
の
ロ
バ
ー
ト・

デ
ニ
ー
ロ
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
の
方

に
役
に
立
て
る
事
を
人
生
の
目
標
に
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

同窓会員の近況報告＊バトンリレー＊年次幹事（前回→今回）

大 34 安野信之   
（井上ゼミ・ユースホステル部）

大 33 嶋 孝浩（清水哲ゼミ・ヨット部）

大 33 鷹野大郎
（井上ゼミ・漕艇部）大 33 岸森克臣

（小倉ゼミ・自動車部）

　
母
校
の
後
輩
達
に
、
多
様
性
に
富
む
視
野
と
考
え
方
を
体
得
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
を
学
習
す
る
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
と
の

交
流
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に(

人
道
支
援)

」
の

重
要
性
を
学
習
。
ま
た
日
本
に
避
難
中
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
中
高
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
現
地
の
学
生
と
の
ウ
ェ
ブ
討

論
会
を
通
じ
、
平
和
や
教
育
の
大
切
さ
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
国

連
安
保
理
の
機
能
や
日
本
の
難
民
支
援
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

若
者
が
「
広
い
視
野
で
世
界
情
勢
を
見
る
こ
と
」
や
「
困
っ
て
い

る
人
達
へ
の
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
」

が
で
き
れ
ば
、
こ
の
先
平
和
な
世
界
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
課
題
対
象
と
な
る
深
刻
な
事
案
は
他
に
も
多
数
あ
り
ま
す
が

(

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等)

　
自
分
自
身
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
、こ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
７
年
間
の
東
京
単
身
赴
任
を
終
え
、
昨
年
４
月
か
ら
大
阪
勤
務
と
な

り
、７
月
の
陵
水
会
大
阪
支
部
総
会
に
久
し
ぶ
り
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

以
前
と
異
な
っ
た
プ
ロ
グ
ロ
ム
と
し
て
、
転
職
し
た
若
手
の
会
員
の
体

験
談
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
り
転
職
が
当

た
り
前
と
な
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
第
２
第
３
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
も

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
が
学
生

の
最
も
希
望
す
る
職
種
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
滋
賀
大
学
に
創

設
さ
れ
る
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ス
は
正
鵠
を
射
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
様
な
ニ
ー
ズ
、
要
望
を
満
た
す
事
で
、
支
部
総
会
に
参
加
し
た
い
と

思
う
方
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
一方
、
中
途
採
用
の
経
験
か
ら
、
ス
キ
ル
、
経
験
が
募
集
職
種
に
合
致

し
て
い
て
も
、一緒
に
働
こ
う
と
思
わ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
格

或
い
は
教
養
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
式
典

の
千
玄
室
大
宗
匠
が
力
説
さ
れ
た
「
勤
勉
」「
誠
実
」
が
す
ぐ
れ
た
人
格
、

教
養
を
醸
し
出
す
要
素
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
両
面
を
満
た
す
の
に

一
助
と
な
る
陵
水
会
と
な
る

こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
が
大
阪
支
部
の
年
次
幹
事
を
務
め
る
事
に
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
は
同
期
で
新
幹
事

長
の
嶋
君
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
の
大
阪
支
部
総

会
を
大
学
33
回
、
34
回
が
担
当
す
る
事
と
な
り
、

34
回
安
野
君
と
共
に「
居
心
地
の
良
い
支
部
総
会
」

を
目
指
す
べ
く
、
一
月
二
十
六
日
を
支
部
総
会
に

向
け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
会
と
し
て
、
現
在
は
声
を
掛

け
回
っ
て
い
る
。
ヨ
ッ
ト
部
の
嶋
君
が
リ
ー
ダ
で

あ
る
。順
風
満
帆
に
行
っ
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。

支
部
総
会
後
の
懇
親
会
は
円
卓
を
囲
ん
で
楽
し
ん

で
欲
し
い
。
私
の
近
況
は
８
月
末
に
フ
ラ
ン
ス
南

西
部
で
開
催
さ
れ
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
山
岳
地
帯
を

走
る
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
大
会
の
完
走
に
向
け
て
万
博
公
園

や
北
摂
の
山
の
中
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
阪
の
会
社
に
就
職
し
た
訳
で
す
が
、
当
初
大
阪
支
部
と
の
関
わ
り

は
、
あ
ま
り
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
阪
支
部
に
良
く
参
加
さ
れ
て
い
た
会
社
の
先
輩
が
、
海
外
赴
任
の
た
め

参
加
出
来
な
く
な
り
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
各
社
で
結
成
さ
れ
た
全
豊
田
陵
水

会
の
世
話
役
を
務
め
て
い
た
事
か
ら
、
お
鉢
が
回
っ
て
来
た
次
第
で
す
。

　
今
回
、
支
部
総
会
担
当
が
回
っ
て
参
り
、「
あ
あ
自
分
も
そ
う
言
う
年
に

な
っ
た
か
」
と
思
い
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
輩
の
軌
跡
を
見
習
い
、
令
和

六
年
総
会
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（左より）中野経済学部長、国連世界食糧計画日本事務所代表津村様、
開催協力：大 34 安野信之（2023 年 11 月当時）

大 29 古田悟朗
（伝田ゼミ・ヨット部）➡
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（大33・34回集合）

担当事務 協同建設株式会社内

〒540-0032　大阪市中央区天満橋京町１-26
尼信天満橋ビル４０１
TEL：06-6941-7622  FAX：06-6941-7624

代表取締役社長 吉村 卓也
〒541-0047　大阪市中央区淡路町3丁目5番13号　創建御堂筋ビル5階
TEL：06-6221-0001( 代 )　FAX：06-6221-0155
URL：https://www.k-skn.com/   E-mail: yoshimura-t @ kk-soken.co.jp

（平成14年）
株式会社 創建

年次幹事募集しています！  顧   問
興津　成實	（大 9）
大西　久一	（大14）
山田　　督	（大19）
鈴木　敏夫 （大19）

支部長

副支部長

幹事長

副幹事長

会計幹事

監査監事

北本　和志	 （大25）

荒谷　和秀	 （大27）

上林　順治	 （大28）

嶋　　孝浩	 （大33）

若園　清和	 （大22）

亀川　　節	 （大23）

伊部 己代二	（大24）

吉田　雅昭	 （大26）

三原　正晴	 （大26）

太田　昌伸	 （大29）

京　　里美	 （大30）

家森　善章	 （大36）

吉田　　裕	 （大40）

池田　栄司	 （大46）

松村 龍之介	（大59）

杉野　向由　（大21）

嶋仲　直隆	 （大28）

岡本　善英	 （大25）

中井　　学	 （大43）

（総会承認で正式決定）

年次幹事の皆様には、同期の方への総会参加の
呼び掛け等大阪支部の運営にご協力いただいて
います。現在、下記の皆様に年次幹事をお願い
しています。
各回年次幹事最低2名体制を目指していますが、
年次幹事不在の年次も多くあります。年次幹事
をお引き受けいただける方について、どうぞ自
薦他薦でご連絡をお待ちしています。

(連絡先 )
大阪支部年次幹事担当　嶋  孝浩（大33）
メール：shima@hirokawa.co.jp
電　話：070-2325-3216

令和6年度 陵水会大阪支部 役員（予定）

大 6 富 岡   　 進 大 24 出 口　 義 祐
大 7 松 浦　 義 敬 大 25 岡 本　 善 英
大 9 興 津　 成 實 大 25 北 本　 和 志
大 11 福 田　 忠 博 大 25 木 村   　 守
大 11 本 田　 貞 彦 大 25 吉 本　 隆 弘
大 12 岩 垣　 利 忠 大 26 鈴 木　 栄 二
大 13 福井 陽一郎 大 26 前 田　 充 康
大 14 大 西　 久 一 大 26 三 原　 正 晴
大 15 棚 橋　    猛 大 26 村 上　 茂 人
大 16 河 股　 昭 泰 大 26 吉 田　 雅 昭
大 16 松島萬三孝 大 27 荒 谷　 和 秀
大 18 小 野　 晶 生 大 27 野田村 栄一
大 18 水 島　 孝 之 大 28 奥 田　 勝 則
大 19 鈴 木　 敏 夫 大 28 上 林　 順 治
大 19 西 村　 孝 一 大 28 嶋 仲　 直 隆
大 19 山 田　    督 大 29 太 田　 昌 伸
大 20 尾 池　 健 児 大 29 松 田　 好 史
大 20 竹 中　 重 夫 大 30 京　   里 美
大 20 長谷川力雄 大 33 嶋　   孝 浩
大 20 平 井　 廣 忠 大 33 岸 森　 克 臣
大 21 秋 道　 達 夫 大 33 鷹 野　 大 郎
大 21 杉 野　 向 由 大 34 安 野　 信 之
大 21 高 田　   治 大 36 家 森　 善 章
大 21 寺 島　 康 雄 大 36 青 木　 典 生
大 21 松 居　 義 治 大 38 甲斐田  有 亮
大 22 中 村　 幸 文 大 39 西  松 あゆみ
大 22 原　    幹 夫 大 40 吉 田  　 裕
大 22 松 村　 二 郎 大 41 塩 谷　 昌 史
大 22 若 園　 清 和 大 44 田 井　    肇
大 23 亀 川　    節 大 46 池 田　 栄 司
大 23 笹 山　 明 彦 大 46 市 田　 一 誠
大 23 辻 仲　 弘 明 大 46 才 田　 貴 広
大 23 松 田　 孝 造 大 58 吉 川　 友 里
大 24 伊 部 巳代二 大 59 松 村 龍之介
大 24 黒 田　 康 久 （敬称略）


